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特集　鉄道のヒューマンサイエンス

　夏季の駅においては，時として暑さによる不快感が生じます。空調設備や換気設
備の整備などの構造的な対策を行うことは抜本的対策として重要ですが，これらの
対策を一義的に行うことが困難な場合や，早急に対応できない場合もあります。こ
れに対して，人に対して冷涼感も含めたさまざまな効果を持つことが知られている

「香り」は，噴霧などの方法で空間中に簡便に利用できる可能性があります。ここ
では，夏季の駅で利用者や従事員が感じる「暑さ」を和らげることを目指し，香り
の冷涼効果の調査とその応用の可能性を紹介します。

香りを利用して
駅の暑さを和らげる
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暑さが和らぐ香り
　私たちが日常的に感じる香りは，た

とえば手指の消毒用アルコールに含ま

れるエタノールといった単一の化学物

質によるものもありますが，通常は複

数の化学物質が混ざり合った混合物に

よるものです。混合されている物質の

種類や割合・量により，心地よい香り

や食欲をそそる香りのほか，ときには

不快な香りなど，さまざまな印象の香

りとして感じられます。

　これらの香りの中で，駅の暑さを和

らげるためには，涼しさを感じる香り

を活用する必要があります。これまで

に，人が暑さや寒さを感じるのは，皮

膚の表面にある温感受容体や冷感受容

体が，温度により活性化するためであ

ることが知られてきました。ところが

近年，温度以外にも植物のミントに含

まれるL-メントールなど一部の香り物

質が，冷感受容体を活性化することが

明らかにされました2）。

　また，植物由来の精油もしくはその

成分であるL-カルボン，L-メントール，

スペアミントオイル，サリチル酸メチ

ル，ユーカリプトールなどは主観的

に「冷たい」という印象が得られる物

はじめに
　鉄道の駅は，ホームへ連絡する階段

や出入口などの大きな開口部を有する

半閉鎖空間であるため，一般的な建築

物と比較して屋内空間の温度や湿度の

制御が難しいという特徴があります。

とくに夏季の暑い時期には，駅におい

ても空間を快適に維持するためのさま

ざまな対策が必要になり，空調や換気

などの設備的な対策が行われています。

ただし，場所や構造によってはこのよ

うな対策が難しい場合もあります。

　一方，私たちは，香りを活用するこ

とにより駅の快適性を向上させること

を目指した研究に取り組んできました。

これまでの例として，駅環境の緑化に

芳香植物を活用し，緑化の付加価値を

高める研究があります。これは，駅構

内の歩行や電車での移動による心理

的・身体的な負荷に対し，芳香植物で

緑化した駅待合室で植物の香りを感じ

ることにより，心理的な疲労の緩和効

果を得る可能性を示したものです1）。

　ここでは，さらなる香りの活用の可

能性として，香りにより夏季の駅にお

ける暑さを軽減する可能性について検

討した事例を紹介します。
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☞ 人工気候室
　室内の温度と湿度を制御し，特定の
季節や気象条件を人工的に再現するこ
とができる設備です。快適性評価のほ
か，製品の耐久性評価，医療分野の研
究などに利用されています。

☞臭気強度
　人の嗅覚による官能評価によって，
においや香りの強さを数値化したもの
です。実際に対象物のにおいを嗅ぎ，
0（無臭）から 5（強烈なにおい）ま
での 6 段階で評価します。

図1　香りの感じ方の試験の状況 図2　臭気強度（アルベンシスミント）4）より一部転載・改変

図3　嗜好性（アルベンシスミント） 図4　全身の温冷感（アルベンシスミント）

条件，香り提示条件，着衣量などを統

制した条件下でモニター試験による調

査を行いました（図1）。

モニター試験

　20～50歳代の51名（男性27名，女

性24名）に，モニターとして協力いた

だきました。着衣量を同じ条件にそろ

えるため，あらかじめ準備した半袖T

シャツ，長ズボン，靴下，スニーカー

に着替えて試験を行いました。

温熱環境条件

　温熱環境条件は，人工気候室（☞

参照）を利用し，暑い条件（温度33℃，

湿度50％）と中等度条件（温度26℃，

湿度50％）の2条件に設定しました。

香りの提示条件

　香りの条件は，濃度が異なるアルベ

ンシスミント2種類（0.3，30μl/瓶），同

様にスペアミント2種類（0.03，3μl/瓶）

と，香りのない液（無臭液）の計5種類

をそれぞれガラス瓶に密閉したものを

1セットとしました。各モニターには，

無作為な順序で指示した瓶の中の香り

を嗅いでもらいました（図1）。

香りの感じ方

　香りの感じ方を調べる方法は，アン

ケートなどの主観的な評価が主となり

ます。それぞれの香りを嗅ぐごとに，

臭気強度（☞参照）を6段階（図2）で，

嗜
し こ う

好性（好き・嫌い）を9段階（図3）で，

温冷感（暖かく感じるか，涼しく感じ

るか）を7段階（図4）で評価してもら

いました。臭気強度の結果からは，同

じ濃度の香りは暑い条件・中等度条件

にかかわらず同じ強さに感じられるこ

とがわかりました（図2）4）。また，香

りの嗜
し こ う

好性については，臭気強度が「何

のにおいかわかる弱いにおい～楽に

感知できるにおい（6段階中の2～3）」

の場合（図2の結果から，精油添加量

0.3μl/瓶の条件）に「嫌い」と回答する

割合が20％を下回りました（図3）。こ

れは，日本建築学会の室内臭気に関

する維持管理規準5）における非容認率

20％という規準を参考とした場合，駅

のようなさまざまな人が利用する環境

でも比較的受け入れられやすい結果で

あると考えられました。

全身の温冷感に関する評価

　全身の温冷感については，香りがあ

る場合は，暑い条件では暖かい側から

中立の方向へ，中等度条件では中立か

ら涼しい側へ推移する傾向が得られま

した（図4）。この結果は，香りが全身

の温冷感に影響を与えるとともに，香

りが強いほど温冷感が涼しい方向に推

移することを示しています。このよう

に温冷感が推移する傾向は，暑い条件

だけでなく，中等度条件でもみられま

した。また，このときに香りから「冷
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温冷感が変化

質であると報告されていま

す3）。

　これらは，人が感じてい

る暑さを，香りにより和ら

げる可能性が大きいことを

示唆する知見です。そこで，

L-メントール，L-カルボン

をそれぞれ主成分として含

む植物のアルベンシスミン

ト，スペアミントから抽出

された精油を選び，香りに

より暑さを和らげる効果に

ついて調査を行いました。

香りの感じ方の調査
　香りの感じ方は，周囲の

温度や湿度などの種々の要

因に影響される可能性があ

ります。そこで，温熱環境
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図5　噴霧用ディフュー
ザーの例

図6　模擬的な駅利用環境での調査

図7　各場面における臭気強度 図8　各場面における嗜好性

たい」という印象も得られていました。

これらの結果から，温冷感を涼しい方

向に推移させる効果は，香りから得ら

れた「冷たい」印象などの心理的効果に

よるものが大きいと考えられました4）6）。

模擬的な駅利用環境での香り
の冷涼効果の調査

　このような基礎的な検討を踏まえた

上で，模擬駅において，実際に利用者

が駅を利用する形態に近い状況で，香

りの冷涼効果を調べるためのモニター

試験を行いました。

香りの噴霧による提示

　モニターが評価を行う間，希釈した

精油などを空気中に噴霧する装置であ

るディフューザーにより，その空間に香

りを発生させる方法を採りました（図5）。

試験の手順

　20～50歳代の34名（男性17名，女

性17名）のモニターに，駅の利用形態

を模擬したコースを歩きながら，主観

評価を行っていただきました。

　まず，香りを噴霧しない条件で，ホー

ムで案内板を確認するため立ち止まっ

たところ（場面①）で評価を行い，次

にコンコースへ向かう階段を上りきっ

たところを通過しながら（場面②）評

価を行いました。その後，待合室での

滞在を想定して，空調を28℃に設定

した室内（場面③）で評価を行いまし

た。休憩後，香りを噴霧した条件で場

面①～③の同じコースを歩き，評価を

行っていただきました（図6）。

香りの嗜
しこう

好性評価

　場面①では，香りを噴霧した場合の

臭気強度が3（楽に感知できるにおい）

～4（強いにおい）となり（図7），香り

の噴霧によって「好き」「嫌い」とも回

答する割合が増加し，さらに「嫌い」

と回答した割合が20％を超えました

（図8）。一方で，場面②では，香りを

噴霧した場合の臭気強度が場面①より

やや低い2（何のにおいかわかる弱い

におい）～3（楽に感知できるにおい）

となり（図7），場面①と同様に香りの

噴霧によって「好き」「嫌い」とも回答

する割合が増加しましたが，「嫌い」

と回答した割合は20％を下回りまし

た（図8）。なお，場面③は半屋外から

室内に入室した際の空気の変化をにお

いとして感じ取った可能性があると考

えられ，香りを噴霧した場合としない

場合における嗜
し こ う

好性の差はみられませ

んでした（図8）。以上の結果から，駅

利用環境においても，人工気候室で

の試験と同様に，臭気強度が2（何の

においかわかる弱いにおい）～3（楽に

感知できるにおい）の範囲内であれば，

「嫌い」と回答する人は20％以下とな

ることがわかりました。

温冷感に関する評価

　試験時には，個人差や試験場所の自

然状況により，各評価ポイントで香り

を感じたり感じなかったりする場合が

あります。そこで，香りを感じたモニ

モニターから
見えないよう
覆ってある
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図9　各場面における温冷感
（香りを感じた群）

図10　駅での適用イメージ例（コンコース，待合室等での香り噴霧）

ターだけに絞って検討した結果，温冷

感が涼しい方向に推移する傾向がある

ことがわかりました（図9）。この結果

から，駅で冷涼感を感じるためには，

香りを感じることが必要であると考え

られました。

　また，この結果を人工気候室で行っ

た香りの感じ方の試験と比較すると，

臭気強度が同等であっても，得られる

温冷感の差は人工気候室のほうが大

きい傾向であることがわかりました7）。

人工気候室では，香り以外の条件を制

御していた一方，模擬駅環境では，ほ

かのさまざまな環境要因と共存するこ

とで，香りにより暑さを和らげる効果

が小さくなる傾向があると考えられま

した。以上から，利用形態や環境に応

じて，必要な臭気強度を提示するため

の方法や香りの提示のタイミングなど

を工夫することが，実際の駅で香りの

効果を十分に発揮するために検討すべ

き事柄になると考えられます。

駅での活用の可能性
　最後に，駅での暑さを和らげるため

の香りの活用の可能性について，コン

コースを例に考察します。

コンコースでの香りの提示

　冒頭に述べた通り，駅の形状や構造

はさまざまであり，暑さ対策としての

空調設備や換気設備の設置が難しい場

合が考えられます。このような場合に

暑さによる不快さを少しでも軽減する

ためには，たとえば，利用者が通過す

るコンコース内の複数箇所に香りの噴

霧設備を設置することが考えられま

す。設置した噴霧設備から，スポット

的かつ間欠的に香気を噴霧すること

で，通行する利用者は，時間的，空間

的に波のように移り変わる香りの中を

通り，その都度，香りによる冷涼感を

得ることが可能になると考えられます

（図10）。
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おわりに
　ここでは，駅での暑さを和らげるた

めの香りの活用の可能性について，駅

での利用者の行動を想定したうえでの

基礎的な検討の紹介と，将来的な活用

の可能性の考察を紹介しました。

　駅空間への空調設備設置や構造的改

良とは違い，香りの利用は実際の空間

の温度を下げるわけではありませんが，

比較的容易に実施可能であり，心理的

効果により暑さを和らげることが確認

できつつあります。鉄道空間の快適性，

価値をさらに高めるため，引き続き香

りの活用の可能性について検討を進め

ていきます。


